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 要  旨 
 
 本論文は、緊急時意思決定を研究対象とする。緊急時意思決定では、時間制約
や環境の動的な変化など、伝統的意思決定理論では考慮されない条件が大きな影
響を及ぼす。そのため、伝統的意思決定理論で発展してきた、数理モデルによる
意思決定分析はあまり試みられていない。しかし、緊急時意思決定に対しても数
理的な取扱いが実現できれば、有効な意思決定支援や分析が可能であると考える。 
 そこで本研究では、緊急時意思決定プロセスを数理モデルにより表現する方法
を実現し、現実の意思決定プロセスや、災害活動マニュアルに基づき検討した。 
はじめに、実証的に示されたエキスパートの意思決定プロセスの特徴が、逐次
決定理論に基づく最適な決定ルールに合致していることを示し、数理的アプロー
チによる分析が、緊急時意思決定問題に対しても有効であるが、従来の数理モデ
ルの枠組みで検討するには不十分であることを確認した。 
次に、意思決定者の状態確信度や時間制約条件を考慮した数理モデルを構築し、
期待損失を最小化する意味で最適な意思決定方策を評価することを可能にした。
そこで、不確実性が大きいために数理モデルのパラメータが推定できず、最適方
策が導出できない状況を想定し、minmax基準およびminmax-regret基準に基づき検
討した。その結果、いずれの基準で判断しても実施すべきでない方策があること
や、災害活動マニュアルの意思決定基準がminmax基準により導出できることを示
した。これらの結果から、構築したモデルの妥当性が示され、マニュアルでは表
現できない内容も補完する意思決定支援が可能であることが明らかになった。 
さらに、少数のパラメータの推定だけで、最適方策を特定する手順を検討し、
その実現のためのパラメータ推定木を導出した。この推定木により災害事例を分
析した結果、現実的な不確実性の下でも最適方策が導出でき、導出プロセスも現
実的な解釈が可能であることを示した。このような方策導出プロセスは、エキス
パートの意思決定プロセスとも類似しており、数理モデルをもとにした、効率的
な意思決定を行うための情報収集方法の構築が期待できる。 
本研究によりこれらの結果を得たことで、緊急時意思決定に対しても、数理的
アプローチによる分析の有効性を実証することができたと考える。 
 
